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電気を通すプラスチックの発明でノーベル化学賞を受賞した白川

英樹さんが岐阜県高山市の中学校の卒業文集に、研究の道に進み新

しいプラスチックを作りたいと書いた話は有名。 

各社が報じたが、中学で志を立て、一途にやり遂げたという語ら

れ方には、本人は違和感を覚えたらしい。先生に言われて書いた作

文で、将来やりたい事ならラジオ作り、植物栽培などいろいろあっ

た。一番作文に書きやすかったから、プラスチックの話にしたと講

演で明かしている。作文に書いた夢がかなったのは事実でも、それ

一択の人生でもなかった。 

白川さんが 90歳で亡くなった。プラスチックをやろうと２浪して

東京工大（現東京理科大）に進むが、農芸化学、電子工学にも興味

があり、それぞれ、やるならここという大学も受けたという。大学

では当初、希望の研究室には入れなかった。 

ノーベル賞につながった発見は実験の失敗がきっかけ。興味を抱

いて原因を究明し、道が開けたのは自身らに「遊び」や「ムダ」が

あったからという。「脇目もふらず突き進むと、変わった事が起きた

時に気づかない」。おおらかに好奇心に従うのが流儀だった。 

中学時代を振り返り、夢を持たない人は夢を実現できないと語っ

ていた。実現に努力がいるとしても持つことは難しくない。まず

は、持つことだ。そうすれば、人生は面白くなると身をもって示し

た。                    【中日春秋】より 
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